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心が高まっている。イングランドとウェールズの Key Stage 2 （7‐11 歳）では 2014 年
より公立初等教育機関で１つの外国語が必修科目となった。スコットランドでは 2020 年か
ら「母語＋2 つの外国語」政策（‘1+2’language education policy）がスコットランド全域
の公立小学校で実施され、小学校第一学年 （Primary one : 4‐5 歳）から第一外国語（L2：
必修）、小学校第五学年 （Primary five：8‐9 歳）から第二外国語（L3）が導入される。
これはイギリス（UK）の他の地域と比べるとかなり野心的な言語政策であるといえる。例
えばイングランドでは必修外国語は 1 つで Key Stage 1（5‐7 歳）では外国語は導入され
ないが、スコットランドでは初等教育における全レベル（Early/First/Second levels）を通
して 5 歳‐15 歳（図１参照）の児童生徒に対して 2 つの外国語を学ぶ機会が提供される。 
 
























動が活発化し、2005年の「ゲール語法（Gaelic Language (Scotland) Act）」制定に結びつ
いてスコットランドの公用語として復活した。 
図 2: 英語とスコットランド・ゲール語のバイリンガル標識 





きている(O’Hanlon et al., 2010)。これに加えて、スコットランド総人口の 30％が話す
（Hancock, 2014, p.171）スコットランド語（Scots）は、少数言語欧州事務局（The European 
Bureau for Lesser Used Languages: EBLUL）に一言語（地方言語・少数言語）として認め
られている。スコットランドの人々はスコットランド語（Scots）を文化遺産の一部として
















① 「第二言語教育」（JSL: Japanese as a Second Language）‐日本に長期滞在、
または定住化している外国人年少者に対する日本語教育 
② 「外国語教育」(JFL: Japanese as a Foreign Language)－海外在住の外国人
年少者に対する日本語教育 
































































































面しながら「こうすればいける」という L3 モデルを探求するために 2017 年にパイロット
プロジェクト Japanese for Young Learnersを立ち上げた。L3（第二外国語）として提供さ
れる予定の日本語に保障されている最大限の授業時間数は年間 30時間、一番ありがちなパ
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